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二万人目は酒田市からお越しの渡辺さんと三丁目さん 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
七
日

(

水)
オ
ー
プ
ン
以
来
の
来
所
者
が

五
月
十
七
日(

水)

に
二
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
令
和
二
年
十
一
月
七

日
に
一
万
人
を
達
成
し
て
以
来
、
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
今
回
達
成

し
ま
し
た
。 

渡
辺
直
子
さ
ん
、
三
丁
目
憲
子
さ

ん
（
酒
田
市
在
住
）
で
し
た
。
清
川

歴
史
公
園
管
理
運
営
委
員
会
の
渡

邊
会
長
か
ら
記
念
品
と
し
て
、
清

川
の
菓
子
セ
ッ
ト
や
御
殿
茶
屋
の

食
事
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
渡
辺

さ
ん
、
三
丁
目
さ
ん
は
以
前
か
ら

何
度
も
訪
れ
て
い
た
方
々
で
「
そ

ば
も
と
て
も
お
い
し
い
の
で
こ
れ

か
ら
も
通
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

四
月
二
十
九
日
（
土
）
か
ら
五

月
七
日
（
日
）
の
大
型
連
休
の
期

間
中
、
清
川
関
所
に
は
大
勢
の
お

客
様
に
ご
来
所
い
た
だ
い
て
、
賑

わ
い
ま
し
た
。 

 

来
所
二
万
人
を
迎
え
た
際
に
開

催
し
た
「
歴
史
講
座
㏌
清
川
」 

５月１７日 来所者２０，０００人を超えました！ 

回

覧 二
万
人
目
の
来
所
者
は
、
こ
の

日
開
催
さ
れ
た
「
歴
史
講
座
㏌
清

川
」
に
友
人
同
志
で
参
加
さ
れ
た
、 

渡
邊
会
長
よ
り
記
念
品
贈
呈 

ま
た
食
事
処
『
御
殿
茶
屋
』
で
は
、

五
月
三
日
（
水
）
か
ら
五
日
（
金
）

ま
で
「
こ
ど
も
の
日
サ
ー
ビ
ス
」
と

し
て
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
食
事
を
お
召
し
上
が
り
い

た
だ
い
た
ご
家
族
全
員
に
「
そ
ば
ぜ

ん
さ
い
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。 

【
春
の
大
型
連
休
】
期
間
中 

大
勢
の
来
所
者
で
賑
わ
う 

館
内
に
町
内
か
ら
お
借
り
し
た

「
鯉
の
ぼ
り
」
や
「
五
月
人
形
」
を

飾
り
つ
け
、
兜
を
か
ぶ
る
体
験
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
谷
選
手
の
影
響

か
、
兜
は
お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
大

人
に
も
大
人
気
で
、
冠
木
門
の
前
な

ど
で
撮
影
さ
れ
る
姿
を
多
く
見
か

け
ま
し
た
。 

館
内
に
飾
り
つ
け
た
五
月
人
形

（
左
）
と
鯉
の
ぼ
り
（
下
段
） 



  

「
最
上
川
舟
運
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

出
羽
三
山
詣
で
に
向
か
う
人
々

が
大
石
田
～
清
川
を
最
上
川
舟
運

を
使
っ
て
移
動
し
て
お
り
、
多
い
時

に
は
年
間
三
万
人
を
数
え
た
こ
と

や
、
大
石
田
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

に
寄
託
さ
れ
て
い
る
松
尾
芭
蕉
筆

「
五
月
雨
歌
仙
」
に
見
る
、「
五
月
雨

を
あ
つ
め
て
早
し
最
上
川
」
誕
生
の

経
緯
な
ど
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。 ま

た
受
講
者
か
ら
は
、
大
石
田
船

と
酒
田
船
の
役
割
分
担
や
船
乗
り

の
収
入
に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 

歴
史
講
座
㏌
清
川
は
、
見
て
・
聞
い

て
・
食
べ
て
、
感
じ
る
「
歴
史
の
里
・

き
よ
か
わ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
、

昼
食
や
ま
ち
歩
き
を
セ
ッ
ト
に
し
た

歴
史
講
座
で
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
館
内
の
企
画
展

示
に
合
わ
せ
て
、「
最
上
川
舟
運
と
清

川
」
を
テ
ー
マ
に
年
三
回
（
五
月
・
六

月
・
九
月
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。 

【
第
二
回
】 

六
月
十
四
日
開
催 

『
最
上
川
舟
運
に
つ
い
て
』 

講
師 

大
石
田
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館 

学
芸
員 

大
谷 

俊
継 

氏 

奉
納
し
た
と
言
わ
れ
る
青
葉
の
笛
や

義
経
の
祈
願
文
等
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
正
木
宮
司
は
、
時
に
方
言
や
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
講
演
の

後
に
は
、
き
よ
か
わ
観
光
ガ
イ
ド
の
会

に
よ
る
「
ま
ち
歩
き
」
が
行
わ
れ
、
御

諸
皇
子
神
社
へ
参
加
者
を
案
内
し
ま

し
た
。 

令和５年度 歴史講座 in 清川 開催（５月１７日・６月１４日） 

【
第
一
回
】 

五
月
十
七
日
開
催 

『
清
川
と
源
義
経
』 

講
師 

御
諸
皇
子
神
社 

宮
司 

正
木 

尚
文
氏  

五
月
十
七
日(

水)

、
第
一
回
の
歴
史

講
座
㏌
清
川
は
、「
清
川
と
源
義
経
」
と

題
し
て
、
地
元
・
清
川
の
御
諸
皇
子
神

社
の
正
木
尚
文
宮
司
を
講
師
に
迎
え

開
催
し
ま
し
た
。
募
集
人
員
の
２
０
名

を
超
え
る
お
客
様
に
お
申
込
い
た
だ

い
た
為
、
急
遽
席
を
追
加
設
定
し
て
、

県
内
各
地
の
他
、
岩
手
県
か
ら
も
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

奥
州
平
泉
へ
逃
れ
る
際
に
、
源
義
経

一
行
が
一
夜
を
過
ご
し
た
と
言
わ
れ

る
御
諸
皇
子
神
社
。
神
社
に
は
一
行
が 

【
第
三
回 

参
加
者
募
集
】 

九
月
二
十
七
日
（
水
）
開
催 

テ
ー
マ 

『
出
羽
三
山
と
松
尾
芭
蕉
』 

講
師 

い
で
は
文
化
記
念
館 

学
芸
員 

富
樫 

あ
ず
さ 

氏 

第
三
回
歴
史
講
座
は
九
月
二

十
七
日
（
水
）
に
開
催
。
い
で
は

文
化
記
念
館
の
学
芸
員
・
富
樫
あ

ず
さ
氏
に
「
出
羽
三
山
と
松
尾
芭

蕉
～
羽
黒
俳
人
と
「
お
く
の
ほ
そ

道
」
～
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

・
参
加
費 

２
，
０
０
０
円 

・
昼
食
付 

・
受
付 

お
昼
十
二
時
よ
り 

講
座 

食
事
後
、
午
後
一
時
か
ら 

（
午
後
二
時
半
終
了
予
定
） 

・
定
員
２
０
名
・
お
土
産
付 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
清
川
関
所

【
電
話
】
０
２
３
４
・
２
５
・
５

８
８
５
へ
お
電
話
に
て
ご
予
約

下
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
受

付
終
了
し
ま
す
。（
定
休
日
：
毎
週

月
曜
日
） 

六
月
十
四
日(

水)

、
大
石
田
町
立
歴

史
民
俗
資
料
館
の
大
谷
俊
継
学
芸
員

を
お
迎
え
し
て
、
第
二
回
の
講
座
は 御諸皇子神社 正木 尚文 宮司 

 

大
石
田
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館  

大
谷 

俊
継 

氏 
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清
川
関
所
で
は
、
今
年
も
「
清
川
関

所
の
七
夕
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。 

【
七
夕
飾
り
付
け
】 

七
月
一
日
か
ら
七
月
九
日
ま
で 

認
定
こ
ど
も
園
か
ら
ふ
る
（
幼
児

舎
）
の
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
七
夕
飾

り
を
館
内
に
設
置
し
ま
す
。 

７月１日から９日まで 「清川関所の七夕まつり」開催 

 

 

紙
芝
居
『清
河
郎
』 

 

～
風
雲
児
こ
こ
に
死
せ
り
～ 

⑭ 

 

  

 

【
御
殿
茶
屋
・
七
夕
御
殿
セ
ッ
ト
】 

七
月
一
日
（
土
）、
二
日
（
日
）、
八
日

（
土
） 

食
事
処
御
殿
茶
屋
の
ス
タ
ッ
フ
が
考

案
し
た
メ
ニ
ュ
ー
「
七
夕
御
殿
セ
ッ
ト

（
１
，
３
０
０
円
）」
を
提
供
し
ま
す
。 

 

 
歴
史
の
里
の
お
も
て
な
し 

～
ガ
イ
ド
の
会
よ
り
～ 

【
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

ｄ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ

ｒ
ｔ 
ｉ
ｎ 

清
川
関
所
】 

七
月
八
日
（
土
） 

あ
ま
る
め
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ

る
出
張
コ
ン
サ
ー
ト
「
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

ｄ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ 
ｉ
ｎ 

清

川
関
所
」
を
八
日
午
後
二
時
か
ら
清

川
関
所
で
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は

無
料
。（
午
後
三
時
終
了
予
定
） 

多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

問
合
せ
は
清
川
関
所
【
電
話
】
０

２
３
４
・
２
５
・
５
８
８
５(

定
休
日
・

毎
週
月
曜
日)

ま
で
。 

「
立
谷
沢
川
」 

現
在
、
清
川
関
所
の
館
内
で
は
、

江
戸
時
代
の
舟
運
に
つ
い
て
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
先
日
覗
い
て
見
た
ら
、

最
上
川
の
地
図
が
あ
り
「
立
谷
沢
川
」

が
「
達
谷
沢
川
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
字
と
違
う
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。
そ
の
昔
、
室
町
時
代
に
書

か
れ
た
軍
記
物
語
「
義
経
記
」
の
中

で
、
源
義
経
が
奥
州
平
泉
へ
逃
れ
る

途
中
に
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
清
川

で
、
見
、
感
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る

記
述
に
「
清
川
と
申
す
は
、
羽
黒
権

現
の
御
手
洗
な
り
。
月
山
の
禅
定
よ

り
北
の
腰
に
流
れ
落
ち
け
り
。
熊
野

に
は
岩
田
川
、
羽
黒
に
は
清
川
と
て

流
れ
清
き
川
な
り
。
」
こ
の
清
川
は
現

在
の
「
立
谷
沢
川
」
で
す
が
、
い
つ

の
時
代
か
ら
「
立
谷
沢
川
」
と
言
わ

れ
る
様
に
な
っ
た
の
か
？
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
今
度
は
ま
さ
か
の

「
達
谷
沢
川
‼
」
歴
史
が
深
す
ぎ

(

笑)

。
だ
か
ら
歴
史
は
面
白
い
で
す

ね
。 

館
内
で
【
豆
花
】
提
供
中 

六
月
よ
り
清
川
関
所
の
館
内
で
台

湾
ス
イ
ー
ツ
「
豆
花
（
ト
ウ
フ
ァ
）」

の
提
供
販
売
を
平
日
限
定
で
は
じ

め
ま
し
た
。
（
ミ
ニ
サ
イ
ズ
一
杯
３

５
０
円
）
清
川
に
あ
っ
た
美
味
し
い

豆
腐
屋
さ
ん
の
豆
腐
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
考
案
し
ま
し
た
。 

ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
ー(

写
真)

や
ア

イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
、
抹
茶
と
お
得
な
セ

ッ
ト
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ご

利
用
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

営
業
時
間
は
午
前
十
一
時
か
ら
午

後
二
時
ま
で
。
只
今
事
前
予
約
を
受

付
中
。
お
申
込
は
清
川
関
所
ま
で
。 

豆
花(

ミ
ニ
サ
イ
ズ)

と
ジ
ャ
ス
ミ

ン
テ
ィ
ー
の
セ
ッ
ト(

４
０
０
円) 

（ 
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(

掲
載
の
画
像
は
昨
年
の
も
の
で
す
。) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

子
供
の
頃
は
い
た
ず
ら
っ
子
で
や
ん

ち
ゃ
坊
主
、一
度
言
い
出
し
た
ら
あ
と

に
は
引
か
な
い
頑
固
者
。八
郎
は
二
度
、

父
母
に
背
い
て
い
る
。学
問
を
し
に
江

戸
へ
家
出
し
た
こ
と
と
、遊
女
・お
蓮
と

結
婚
し
た
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
「
信

念
」
と
「
誠
実
」
な
人
だ
っ
た
。親
に
背

い
て
で
も
学
問
と
い
う
信
念
を
つ
ら
ぬ

き
、身
分
の
高
低
に
と
ら
わ
れ
ず
真
の

愛
情
を
重
ん
じ
る
誠
実
さ
で
あ
る
。 

 

母
を
つ
れ
て
の
伊
勢
参
り
の
旅
は
八

郎
の
や
さ
し
さ
と
親
孝
行
ぶ
り
が
如
実

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
母
の
老
後
の
楽

し
み
に
と
書
き
つ
づ
っ
た
旅
の
記
録

『
西
遊
草
』
は
半
年
の
間
一
日
も
休
ま

ず
筆
記
し
た
。
ま
た
と
ん
で
も
な
い
記

録
癖
で
、
自
分
の
誕
生
の
時
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
日
記
を
書
い
た
り
、『
潜
中
紀

略
』
な
ど
、
逃
亡
生
活
を
し
な
が
ら
全

国
に
志
士
を
求
め
て
旅
し
て
い
た
時
の

記
録
は
二
部
ず
つ
あ
る
。 

 

八
郎
は
好
奇
心
が
旺
盛
だ
っ
た
。
北

は
蝦
夷
の
松
前
、
函
館
か
ら
南
は
九
州

一
円
を
回
っ
て
い
る
。
蝦
夷
で
は
ロ
シ
ア

へ
の
脅
威
に
松
前
藩
が
ど
の
よ
う
な
守

り
を
し
て
い
る
の
か
を
視
察
に
行
き
、

蝦
夷
地
図
を
筆
写
し
て
い
る
。
外
国
へ

の
関
心
は
と
て
も
強
く
、
外
国
船
と
そ

れ
に
備
え
る
砲
台
を
見
に
神
奈
川
の

浦
賀
に
行
っ
た
り
、九
州
・
長
崎
の
出
島

に
商
人
の
格
好
で
入
り
、
オ
ラ
ン
ダ
商

館
を
見
学
し
て
い
る
。 

  

 

清
河
八
郎
が
現
代
に
生
き
て
い
た

ら
、ま
ず
文
学
に
の
め
り
込
み
、次
に
政

治
を
学
ん
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
学
者

に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

に
あ
き
た
ら
ず
、
最
終
的
に
は
政
治
家

に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

情
熱
家
は
お
う
お
う
に
し
て
激
烈

家
で
も
あ
る
。
八
郎
は
短
気
で
カ
ッ
と

な
る
と
止
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

 

「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会 

Instagram はじめました★ 

❷ 

 

 

清
河
八
郎
の
性
格
と
癖 

 

 
❶ ❸ 

❺ ❹ 

 

   

◆
高
橋
泥
舟
（
「
泥
舟
遺
稿
」
よ
り
） 

 

「
私
が
初
め
て
正
明
（
清
河
八
郎
）
に 

面
し
、
そ
の
天
性
猛
烈
で
あ
っ
て
正
義

の
念
強
く
体
格
堂
々
、
威
風
凛
々
、
音

声
は
鐘
の
よ
う
で
、
眼
光
人
を
射
る
。

私
は
一
見
し
て
凡
人
超
越
の
俊
傑
で

あ
る
こ
と
を
知
る
」 

❻ 

❽ ❾ 

 

維
新
の
魁 

清
河
八
郎
を
大
河
ド
ラ
マ
に
！ 

 

 

い
っ
た
ん
議
論
を
始
め
る
と
相
手
を

徹
底
的
に
追
い
つ
め
る
悪
い
癖
が
あ
っ

た
。
学
問
や
議
論
に
お
い
て
は
決
し
て

妥
協
し
な
い
、
と
い
う
点
で
日
本
人
的

で
は
な
い
潔
癖
さ
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
真
っ
直
ぐ
な
人

柄
と
行
動
力
こ
そ
八
郎
と
い
う
人
物
で

あ
り
、
人
望
が
あ
っ
た
こ
と
は
草
野
剛

三
の
清
河
評
の
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

…
「
清
河
八
郎
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
」
よ
り 

 

同
時
代
の
「
清
河
八
郎
」
評 

 

 

 「
清
河
八
郎
」
を
主
人
公
と
す
る
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
を
目
指
し
、 

平
成
三
〇
年
五
月
に
「
清
河
八
郎
」
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
協
議
会
を 

設
立
し
ま
し
た
。
現
在
、
清
河
八
郎
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
！
と
い
う
願
い
の
も
と
、
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

❼ 
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